実習課題30

～通勤・通学方法を考えよう～

年
組
番
氏名




目標：（この課題でできるようにしたい情報機器の操作目標を書きなさい。）

	一方を得れば、一方は失う、というような関係を一般にトレードオフという。私たちは日常生活において常に複数の選択肢の中から、どれが最善かという判断をしている。どのような手順でそのような判断を下しているのか。また、どうやって判断しているのか考えてみよう。


はじめに
次のようなケースについて、通学方法を考えてみよう。

[設定]
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敦史君は新しく進学することになった学校までの通学時間について、いくつかの通学路や交通手段を検討した。敦史君の自宅から学校までのルートは、図１のようになっている。また晴天時、雨天時、積雪時における乗物等の平均速度は、表１のようになっている。
図１：敦史君の自宅から学校までのルート
	乗物
	晴天時
	雨天時
	積雪時

	徒歩
	４ｋｍ／ｈ
	３ｋｍ／ｈ
	２ｋｍ／ｈ

	自転車
	15ｋｍ／ｈ
	8ｋｍ／ｈ
	乗車できない

	バス
	３０ｋｍ／ｈ
	２５ｋｍ／ｈ
	１０ｋｍ／ｈ

	電車
	６０ｋｍ／ｈ
	６０ｋｍ／ｈ
	４０ｋｍ／ｈ


表１
乗物等の平均速度
設問，晴天時と雨天時・積雪時に、次の（１）から（６）の通学方法を用いたときの通学時間（単位：分）を算出し、下の表を埋めなさい。ただし、バス停と駅での乗り降りにかかる時間は５分として加算すること。それぞれの天候で、どの通学方法がもっとも短時間で学校に着けるか、考えてみよう。

（1） 自転車だけを使って、自宅から学校まで２０ｋｍを通学したとき。

（2） 徒歩でＡバス停まで歩き、Ａバス停からＳ駅までバスに乗り、次にＢバス停行きのバスに乗り換えて移動し、Ｂで下車して学校まで歩いたとき。

（3） 徒歩でＡバス停まで歩き、Ａバス停からＳ駅までバスに乗り、次に電車でＴ駅まで移動して下車し、学校まで歩いたとき。
（4） 自転車でＳ駅まで移動し、次に電車でＴ駅まで乗り、Ｔ駅から学校まで歩いたとき。 
（5） 自転車でＳ駅に着いたら、事故のため電車はストップしていた。このため、バスを利用して、Ｓ駅からＢバス停まで移動し、次に学校まで歩いたとき。

（6） 自転車でＳ駅に着いたら、事故のため電車はストップしていた。このため、自転車で線路沿いの道を通って学校まで行ったとき。

※
晴天時と雨天時・積雪時それぞれについて次のような表を作って考えてみよう。

	通学方法
	交通機関
	徒歩の時間
	乗り降りの時間
	乗車時間
	合計時間

	(1) 自転車
	
	
	
	
	

	(2) バス
	
	
	
	
	

	(3)バス＋電車
	
	
	
	
	

	(4)自転車＋電車
	
	
	
	
	

	(5)自転車＋バス
	
	
	
	
	

	(6)自転車
	
	
	
	
	


実習方法
「はじめに」の設問のようにして、各自の通学経路や架空の通学経路を考え、様々な条件の元でどのような通学経路を選択したらよいかグループで相談し、考えなさい。

1. まず、地図や時刻表から、通学に要する時間や距離などを調べる（本を利用しても、インターネットを利用して調べてもよい）。

2. さらに、駅による乗り換えのし易さ、乗り換えに要する時間を調べる。

3. 電車の込み具合なども調べる。このとき、どんな調査法があるかを話し合うこと。

4. 通学経路を選択するための条件を考えてみる。そのときにはいろいろな場面を想定すること。

5. グループ内で結果を発表し合い、どの経路が最適かを相互に評価する。

· 参考

Yahoo路線情報
Goo路線
駅前探検クラブ
駅すぱあと
ジョルダン乗換え案内
らくらくおでかけネット
名古屋市交通局
名鉄ホームページ
近鉄ホームページ
豊橋鉄道
桃花台新交通
提出物
発表に用いた図・表と報告書
報告書
～各自、次の項目について報告書を作成すること～
1. 電卓を利用した場合と表計算ソフトを利用した場合とで、作業効率はどうでしたか。気がついたことを書きなさい。

	


2. データを扱うときに気をつけなければならないことについてまとめなさい。
	


確認テスト

問題

以下は敦史君のお父さんの通勤方法についての説明である。説明文を読み、各問いに答えよ。

敦史君のお父さんは遠距離通勤者で、毎日１時間以上をかけて通勤している。通勤経路については以下に示したとおりである。

1 自宅から最寄のバス停Ｃまでは、徒歩で５分かかる。

2 バス停Ｃから私鉄のＫ駅までは、バスで１０分かかる。バス停Cでの時刻表は表１に示した。また、自宅からＫ駅まで歩くと３０分かかる。

表１バス停Ｃでの時刻表

	６時
	２３　　３９　　５２

	７時
	０９　　２６　　４２


3 Ｋ駅から私鉄に乗り、Ｓ駅またはＮ駅で降りて地下鉄に乗り換える。Ｋ駅の時刻表は表２に示した。また、この電車で座ることのできる確率も記入してある。

	車別
	Ｋ駅
	Ｓ駅
	Ｎ駅
	座れる確率

	特急
	６：３３
	通過
	６：４５
	５０%

	急行
	６：３８
	７：５１
	６：５４
	９０%

	普通
	６：４３
	７：０７
	７：１０
	１００%

	急行
	６：４７
	通過
	７：０２
	８０%

	普通
	６：５１
	７：０９
	７：１２
	１００%

	特急
	６：５４
	通過
	７：０６
	２０%

	急行
	７：０２
	通過
	７：１８
	４０%

	普通
	７：０３
	７：２８
	７：３３
	１００%

	急行
	７：０７
	通過
	７：２５
	３０%

	特急
	７：１４
	通過
	７：２９
	１０%

	普通
	７：１５
	７：４０
	７：４３
	１００%

	急行
	７：２０
	通過
	７：３７
	２０%

	急行
	７：２９
	通過
	７：４５
	１０%

	急行
	７：３６
	７：５３
	７：５６
	２０%

	特急
	７：４５
	通過
	７：５８
	５%

	普通
	７：４６
	８：１２
	８：１６
	１００%

	急行
	７：５１
	通過
	８：０９
	２０%

	急行
	７：５７
	通過
	８：１１
	１０%


表２
私鉄の時刻表

4 地下鉄の路線はレッドライン・ブルーライン・グリーンラインがある。レッドラインはＮ駅・Ｆ駅・Ｉ駅を通る。ブルーラインはＮ駅・Ｔ駅・Ｍ駅・Ｉ駅・Ｌ駅を通る。グリーンラインはＧ駅・Ｍ駅・Ｆ駅・Ｌ駅・を通り・Ａ駅が終点である。Ａ駅から、私鉄に乗り換えるが、１本ごとに直通でＺ駅まで行く電車がある。地下鉄の路線図は図３、それそれのラインの時刻表および座れる確率は表３から表５のようである。
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Ｎ駅
	6:47
	52
	57
	7:03
	8
	13
	17
	22
	26
	30
	34

	Ｔ駅
	49
	54
	59
	4
	9
	14
	18
	23
	27
	31
	35

	Ｍ駅
	50
	55
	7:00
	6
	11
	16
	20
	25
	29
	33
	37

	Ｉ駅
	57
	7:02
	7
	13
	18
	23
	27
	33
	37
	41
	45

	Ｌ駅
	7:01
	6
	11
	17
	22
	27
	31
	37
	41
	45
	49

	確率
	100%
	80%
	70%

	Ｎ駅
	7:38
	42
	46
	50
	54
	58
	8:02
	6
	10
	14
	18

	Ｔ駅
	39
	43
	47
	51
	55
	59
	3
	7
	11
	15
	19

	Ｍ駅
	41
	45
	49
	53
	57
	8:01
	5
	9
	13
	17
	21

	Ｉ駅
	49
	53
	57
	8:01
	5
	9
	13
	17
	21
	25
	29

	Ｌ駅
	53
	57
	8:01
	5
	9
	13
	17
	21
	25
	29
	33

	確率
	70%
	90%


表３
ブルーラインの時刻表

	Ｎ駅
	6:50
	58
	7:04
	8
	12
	16
	20
	24
	28
	31
	34

	Ｆ駅
	52
	7:00
	6
	11
	15
	19
	23
	27
	31
	34
	37

	Ｉ駅
	59
	7
	13
	18
	22
	27
	31
	35
	39
	42
	45

	確率
	80%
	50%

	Ｎ駅
	36
	38
	40
	42
	44
	46
	48
	50
	52
	54
	56

	Ｆ駅
	39
	41
	43
	45
	47
	49
	50
	53
	55
	57
	59

	Ｉ駅
	47
	49
	51
	53
	55
	57
	59
	8:01
	3
	5
	7

	確率
	30%

	Ｎ駅
	58
	8:00
	2
	4
	6
	8
	10
	12
	14
	16
	18

	Ｆ駅
	8:01
	3
	5
	7
	9
	11
	13
	15
	17
	19
	21

	Ｉ駅
	9
	11
	13
	15
	17
	19
	21
	23
	25
	27
	29

	確率
	40%
	60%


表４
レッドラインの時刻表

	Ｇ駅
	6:52
	7:01
	11
	17
	22
	27
	32
	36
	40
	44
	48

	Ｍ駅
	55
	4
	14
	19
	24
	29
	35
	39
	43
	47
	51

	Ｆ駅
	56
	5
	15
	21
	26
	31
	37
	41
	45
	49
	53

	Ｌ駅
	7:05
	14
	24
	30
	35
	41
	47
	51
	55
	59
	8:03

	Ａ駅
	20
	29
	39
	44
	49
	56
	8:02
	6
	10
	14
	18

	Ｙ駅
	25
	34
	44
	　
	55
	　
	　
	10
	　
	19
	　

	Ｚ駅
	27
	36
	46
	　
	57
	　
	　
	12
	　
	21
	　

	確率
	100%
	
	
	
	80%
	100%
	
	70%
	90%
	70%
	80%

	Ｇ駅
	7:52
	56
	8:00
	4
	8
	12
	16
	20
	24
	28
	32

	Ｍ駅
	55
	59
	3
	7
	11
	15
	19
	23
	27
	31
	35

	Ｆ駅
	57
	8:01
	5
	9
	13
	17
	21
	25
	29
	33
	37

	Ｌ駅
	8:07
	11
	15
	19
	23
	27
	31
	35
	39
	43
	47

	Ａ駅
	22
	26
	30
	34
	38
	42
	46
	50
	54
	58
	9:02

	Ｙ駅
	　
	31
	　
	　
	43
	　
	51
	　
	59
	　
	　

	Ｚ駅
	　
	33
	　
	　
	45
	　
	53
	　
	9:01
	　
	　

	確率
	90%
	70%
	90%
	
	70%
	90%
	80%
	100%
	
	
	


表５
グリーンラインの時刻表

5 車間の乗り換えには２分必要であるとする。

6 敦史君のお父さんの職場は私鉄のＺ駅から徒歩１０分である。また、Ｙ駅で降りて歩くと、徒歩３０分かかる。敦史君のお父さんは８時４５分までに職場に着かなければならない。

（１）自宅から職場までの通勤方法を３通り以上考え、それぞれの通勤時間を調べなさい。
（２）次のａからｃの場合について、最適な方法を考えなさい。

1 なるべく遅く自宅を出て、短時間で職場に着く方法を考える。

2 なるべく座って、しかも短時間で通勤する方法を考える。

3 健康のため３０分程度の散歩がしたい。どのような経路が考えられるか。

（３）上記①～③についてその答えを導き出した根拠を記しなさい。

自己評価シート
あてはまるものにチェックを入れなさい。（自分が何について理解し、できるようになったかを振り返るものです。正直に答えること）
	通学経路を相手にわかりやすく説明することができた。
	

	通学経路について複数の経路を考えることができた。
	

	それぞれの経路について通学に要する距離を調べることができた。
	

	それぞれの経路について通学に関する時間を調べることができた。
	

	通学経路の選択条件を複数あげることができた。
	

	通学経路を選択するための条件を順位付けすることができた。
	

	条件の順位付けに従って、最適な通学方法を判断できた。
	

	表計算ソフトと電卓を使った場合の比較ができた。
	

	表計算ソフトと電卓を使った場合の違いを述べることができた。
	

	表計算ソフトを使うメリットをあげることができた。
	

	電卓を使うメリットをあげることができた。
	


評価
	評価の観点
	評価規準
	評価の方法
	得点

	関心･意欲･態度
	通学に要する時間、距離等を割り出すために時刻表や地図、インターネットを利用できる。
	
	

	
	通学経路を選択するための条件や場面設定を提案することができる。
	
	

	思考･判断
	個々の問題意識によって通学経路の選択が異なることを理解し、自分が選択した経路について的確に判断理由を述べることができる。
	
	

	
	情報を収集するにあたって、信頼性・信憑性を何から判断したか述べることができる。
	
	

	技能･表現
	集められた地図や時刻の情報を系統立てて整理し、提示することができる。
	
	

	
	通学経路を選択するための条件を整理し、優先順位付けを行うことができる。
	
	

	知識･理解
	問題解決のためには必要な情報を効率よく収集しなければならないことに気づくことができる。
	
	

	
	問題解決においては、人によって何を一番重視すべきかが異なることを理解できる。
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